
　町では、子どもの生活空間の安全安心を確保するため、７月から関保育所、関小学校、町民

グランドの除染作業を実施しました。除染前の空間線量が平均０．１９～０．２４マイクロシー

ベルトだったのに対し、作業後は平均０．１０～０．１３マイクロシーベルトと、作業前に比べ

およそ半減しました。町では、定期的なモニタリング調査を行うなどの監視対応をしていきま

す。

　９月１９日、横川集落センターを会場に、除染除去土壌等の仮置き場設置に関する説明会を

開催しました。関小学校などの除染除去土壌等の保管について、仮置き場の選定が必要と判断

し、柏木山放牧場隣接の町有地を仮置き場の候補地とした経緯と、今後の対応が話されました。

　住民の方からのご意見では、仮置き場の長期化や施設の管理に対して懸念する声もありまし

たが、①学校等から発生した汚染土に限ること、②安全な施設の構造、適正な保管管理を行う

ことを説明し、出席者のご理解を得る

ことが出来ました。

　現在は、学校等の除染で発生した汚

染土（１トン袋で約２００個）を仮置

き場予定地の隣接地に一時保管してお

ります。早期に仮置き場を設置するた

め、国等との協議中で年内の完成を目

指しています。

《仮置き場設置に関する住民説明会を開催》

関小学校などの除染作業が終了しました

除染除去土壌等の「仮置き場」決定

除染と仮置き場

除染により覆土された関保育所（左）、関小学校（中央）、町民グランド（右）

横川集落センターで開催された住民説明会
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